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ホ タ ル イ
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の 生 態 と 除 草 剤 反 応 性

岩 崎 桂

（武 田薬品 工 業 XX農業事業部 ）

　近 年 ， わが 国 の 水 田 に お い て 各種 の 多年生雑草 が 増加
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ））　　　　　　　　　　　　　　　　　　 tt

し，そ の 防除 が 問題 と な っ て い ま す が，　 ホ タ ル イ　と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 tC

呼ばれ て い る ホ タ ル イ 属雑草 も そ の 1例 で す ．　 ホ タ ル

イ
”

の 発生 は 北 海 道 や 東北 地方 の 水 田 で 多 く，北海道 で

は 水稲栽培面積 の 79％ に ，ま た 東北地方 で は 41％ に そ の

発 生 が 認 め られ て い ま す （日 本植物 調 節 剤 研究協会 。全

国農 業改良 普及 協会　 1979）．私 は 1979年ま で 武田薬品

工 業  農業事業 部農 薬 研 究 所 で 除草 剤 の 研 究を して お り

ま して ，本 日 お 話 さ せ て い た だ き ま す
“
ホ タ ル イ

”
も，

除 草 剤 の 作 用 性 を 研究す る 上 で ，対 象 と な る 雑草 の 生

理 ，生 態 学 的 特 性 を 把 握 して お く必要 上 か ら研 究 した
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tt

もの で あ ります ．雑草防 除 上 言わ れ る と こ ろ の 　 ホ タ ル

イ
”

と は ， 種 の 異 な る 植物 を 含 め た ホ タ ル イ Scirpus

ル nco 掘 e8 　RoxB ．　 var ．　 hotarui 　OHwl とそ の 類 以 雑

草 の 総称 で あ ります．そ こ で
， 防除 の 対象と な っ て い る草

種 を 明 らか に し，そ の 草 種 が 水 出 に お い て 優 占化 し て き

た 原因 を ，除草剤感受性 の 面 か ら明 らか に す る こ と を試

み て い ま し た の で そ の 研究 を ご紹介 し た い と考 え て お り

ます．

表 1 　 ホ タ ル イ 節 Sect．　Actaeogeton　Ol属 す る ホ タ ル イ

　　　属植物

学　　名 和　名

雑 草 と し て の ホ タル イ属 植 物 に つ い て

＆ 勿）ms　lineolatus’
　FR ．　et 　SAV．

S．suPz
’
nzag 　LINN，

　 var ．履 6 靦 o 觚 T ．　KOYAMA

S．wailichii 　NEEs

S．ゴuncoides 　ROXB ．
　 var ．　 ohwinnus 　T ，　KOYAMA
　 var ．　 hola7冨 i　OHWl

S．　xtrapazoidet ｛s　KOIDZ．

S．hondoensiS　OHW 正

　 var ．　teioca，pms　OHWI
S．th α　ngulattcs

’
　RoXB ．

S．mZff ］ronatzts 　LINN ．

S．毎餾 s’ガsLINN ，
　 ssp ．　gla“ CZtS　HARTM 　AN

SI　littoraits　SCHRAD ．
　 var ．　subulatzcs 　T ．　KOYAMA

ヒ メ ホ タ ル イ

タ イ ワ ン ヤ マ イ

イ ヌ ホ タ ル イ

ホ タ ル イ

サ ン カ ク ホ タ ル イ

シ カ ク ホ タ ル イ

ミ ヤ マ ホ タ ル イ

コ ホ タル イ

カ ン ガ レ イ

ヒ メ カ ン ガ レ イ

　 ホ タ ル イ 属植物 は 世界 に 約 250種知 られて おり，日本 と

その 近 隣地域 に は 34種 あ る と 言 わ れ て い ますが （KOYAMA

1958）． ア ジ ア ・太平 洋地域 で 雑草 と して 挙 げ られ て い

る ホ タ ル イ 属植物 は 16種 で あ りま す （日 本植物調 節剤研

究協会 　 1975）．笠原 （1972） は，日 本 の 主な水 田 雑草

と して の ホ タ ル イ 属植物 と して ，ホ タ ル イ，ウ キヤ ガ ラ

S 、ftuuiatilis　A ．　GRAY 　var ．　 blagarα T ．　 KoyAMA ，

コ ウ キ ヤ ガ ラ S．pl α niculmis 　 FR ．　 SCHMIDT．，サ ン

カ ク イ S ．triqueter 　 L ．お よ び フ トイ 8 ．1α custris

L ．subsp ．　 glaucus　HARTMAN を挙 げ て い ます ．

　他方，約 10年 ほ ど 前 か ら 日 本各地 の 水田 で
【c

ホ タ ル イ
”

と 呼 ば れ る 水 田 雑草 の 発生 が 増加 し，
そ の 防除 が 問題 と

な っ て きま した．須藤 （1975）は ， 東 北 地方の ホ タル イ

類似植物の フ ロ
ー

ラ お よ び 水 田 雑草 と して の 分布状 態 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 lt　　 　　　　 　　　　 　　 ］）
研究 か ら，雑草防除上 言 わ れ る と こ ろの 　 ホ タ ル イ　 に

は ホ タル イ ，イ ヌ ホ タ ル イ　S．juncoides　 ROXB ．　 va ・r．

oh ω ianttS　T．　 KOYAMA お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ　S ．　 w −

allichii 　 NEss が 含 まれて い る こ と を 報告 して い ます ．

私 ども　（岩崎 ・綿島　　1併 7） が京都府福知山 市 に あ る武

田薬品 工 業  幅 知 山 農 場内 の 水 田 で 採 取 しま した ホ タル イ

属植物 も，大井 次三 郎博 士 に 同定 し て い た だ き ま した と

こ ろ，ホ タ ル イ ，イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の

3草 種 で し た．ホ タ ル イ とイ ヌ ホ タ ル イ は 共 に S ．鵡 ル

coides の 変 種 で あ り，タ イ ワ ン ヤ マ イ は ホ タ ル イ，イ ヌ

ホ タ ル イ と は 別種 で す が ，い ず れ も 分 類 学上 で は ホ タ ル

イ 節 Sect．　 Act α eogeton に 属する植物で す．表 1に ホ タ

ル イ 節 に 属 す る 植物 を 示 しま し た が ，こ の 中 で ホ タ ル イ

と外 部形 態が 類似 して い る植物 は イ ヌ ホ タ ル イ，タ イ ワ

ン ヤ マ イ， ミ ヤ マ ホ タ ル イ　S，hondoensis 　OHWI お よ

び コ ホ タ ル イ S ．hondoensis 　OHWI 　 var ．　 leiocα rpus

OHWI で す．こ れ らの 植物は，成植物 の 外 部形態 が 類似

して い る だ けで な く，幼 植 物 は 識別 す る こ と が 困難 な ほ ど

類似 してい ます．こ の た めか ，
い わ ゆ る

tt

ホ タ ル イ
”

の 防

除 に 関する報 告の 多くは ，そ の 草種 が 明 ら か で あ りませ ん ．

ホ タ ル イ ，イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タイ ワ ン ヤ マ イ

の 外部形態 と生育

　京 都 府福 知 山市産 の ホ タ ル イ 1系統 ， イ ヌ ホ タ ル イ 3

系統 お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ 2系統 の 形態 的 特 徴 を 調 査 し
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表 2　 ホ タ ル イ ，イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の 形 態 的特徴

S 伽η oo’硲
var ．乃0如 耀 ゴ 　　　 var ．

No．1

s．ノ％解 o泌
　　　0ん卿 的η鰐

　　　No ．2　　 No ．3

s，繊 z’齔 痂 f

No ．1No ．2

Leaf 　sheath 　length
　　　　　　（cm ）

9．5 9．5 9．3lL3 7．2 9．0

Stem 　length （cm ） 35 ，0 33．630 ．738 ．3 21．326 ．4

Bract 　length （cm ） 8．5 9。4 9，812 。7 11．015 ．3

Stem 　diameter （mm ） 1．54 2．192 ．092 ．30 1．361 ．66

No ，　of 　spikelets

　　　　（No ／stem ）
1．8 4．4 5 ．1 4、3 3．4 3．7

Spikelet　length （cm ） 1．0 1．6 1．3 1．2 1．5 1ユ

Spikelet　diameter（mm ） 4．39 4．574 ．914 ．61 2．713 ．04

％ of 　nowers　with 　2
　　stigmas

0 70 33 15 91 88

％ of　flowers　with 　3　　　9
　　stlgmas

100 30 67 85 9 12

表 3 　 ホ タ ル イ．イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の 生育

Daysafter S．ゴκ解 o 漉 ∫

var ．ん0如塀 ゴ

S．勉η ω ∫ぬ ｝

var ．0海ω 彪％ 欝
∫ 蹴 z〃ゴo鴈

planti  No ．1　 No ．2　 　 No ．3 No．1　 　 No ．2

7 1 1　 　 　 　 1　 　 　 　 1 1　 　 　 　 1

14 3 2　　　　 2　　　　 2 3　　　　 3

No，　 of
21 5 4　　 　 4　 　 　 3 7　　 　 6

total 　 stems
28 10 6　 　 　 　 8　 　 　 　 8 13　 　 　 11

35 21 12　　　 20　　　 17 26　　　 26

（No ，〆hill）
4249 4258 22　　 　 33　 　 　 29

29　 　　 42　 　 　 37

45　　 　 45

59　 　 　 57

56 72 39　 　　 46　 　 　 47 74　　　 69

21    　 　 　 　 0　 　 　 　 0 0　 　　 　 0

No．　of
28 0 0　　　　 2　　　　 0 3　　　　 0

heading 　stems
3542 16 2　 　 　 　 7　 　 　 　 2

8　 　　 16　 　 　 　 3

12　 　 　 　 3

24　　　 10

（No ．／hi11
4956 1629 15　 　　 28　 　 　 9

27　 　 　 41　 　 　 2 

40　　 　 19

57　　 　 35

No．　of
28 0 0　 　　 0　 　 　 0 1　 　 　 　 0

Howeri  

　　stems

3542 00 0　 　　 　 3　 　 　 　 0

3　 　　 8　 　 　 1
8　　　　 0

19　 　　 　 6

（No ／hi1D
4956 　616 8　 　 　 16　 　 　 3

22　　　 34　　　 13
29　 　 　 14

50　　　 30

た 結果は表 2 で す （岩崎 ・綿島　 1977）． 3草種 間 に 相

違 が 認 め られ た の は 当 然 の こ と な が ら，イ ヌ ホ タ ル イ お

よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の 系統 間 に も著 しい 相違 が 認 め られ

ま した 、と くに ホ タ ル イ の 柱頭 は す べ て 3岐 で あ りま し

た が，タ イ ワ ン ヤ マ イ は 90％ の 花 が 2 岐 の 柱 頭を持 っ て

い ま した ．ま た
， イ ヌ ホ タ ル イ の 柱頭 の 分 岐数 は 系統 に

よ っ て 異 な り， 2 岐 の 柱頭 の多 い 系統 と 3 岐 の 柱頭 が 多

い 系統 が あ りま し た ．一般 的 に ホ タ ル イ の 柱 頭 は 3 岐，
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ホ タ ル イ，イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の 種子 の 発 芽性 お よ び 出芽性

　 　 　 　 　 　 　 　 　 イヌ ホ タル イ No ．1　 　　 巳 ：イ ヌ ホ タ ル イ No ．2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タ イ ワ ン ヤマ イ No ．1　 ▲ ：タ イ ワ ン ヤ マ イ No ．2

イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の 柱頭 は 2 岐 と され

て い ま す が （北 村 ・村 田 ・小 山　 1964 ，牧野　 1972），

上述 の 結果 か ら柱頭 の 分岐数が ，ホ タ ル イ と イ ヌ ホ タ ル

イ あ る い は タ イ ワ ン ヤ マ イ と の 判 別 の 的 確 な 指標 と な り

得 な い こ と を 示 して い ま す．

　次 に ， 3 草種 6系統 と も新 し く出芽 した 長 さ 4　cm の 茎

1 本 を 含む 3 本 の 茎 を 1株 と し，茎 の 上 部を切 除 して 長

さ 5cm と した 後 ， 1 ／ 5，000　a の ワ グナ
ーポ ッ トに 1株植

付け，ガ ラ ス 室 内で 3cm の 湛 水状 態 で 栽培 しま した と こ

ろ ， 表 3 に 示 し ま した よ う に，茎 数 の 増 加 は ホ タ ル イ と

タ イ ワ ン ヤ マ イ が イ ヌ ホ タ ル イ よ りも速 く，植付後 56日

目 に は ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の 1 株 あ た り茎 数

が 約 70本 で あ った の に 対 し て
，

イ ヌ ホ タ ル イ は 40〜50本

で した ．出穂 お よ び 開 花 の 時 期 は イ ヌ ホ タ ル イ と タ イ ワ

ン ヤ マ イ が ホ タ ル イ よ りも早 い 傾 向 に あ り ま した ．

ホ タ ル イ ，

の 出芽性

イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ

　 ホ タ ル イ，イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ は い ず

れ も多年生植物 で ，越冬地 の 土壌水分 に 関係 な く越冬 し

ま す が （岩 崎 ・綿 島 ・萩本　 1979b），水 田 雑草 と して の

い わ ゆ る
1｛
ホ タル イ

”
は，種 子発生 の もの が ほ と ん ど で あ

り，越冬茎 か ら生育 した 植物 が 防除の 対象 と な っ て い る

例 は 極 め て少数 で す．事実 ， 3 草 種 の 種子生 産量 は 多 く，

1 株 あ た り の 種子生 産 量 は ホ タ ル イ が 約 3，400粒 ， イヌ ホ

タ ル イ が 約 9，200粒 ，そ して タ イ ワ ン ヤ マ イ が 約 13，200粒

で す．（岩 崎 ・萩 本　未発表）． そ こ で ，前述 の 実験 に 供

試 しま した 3 草 種 6系 統 の 種 子 の 発 芽 性 と 出 芽性 を 調 査

しま した （岩崎 ・綿島　 1977）．まず， 直径 9   の シ ャ
ー

レ 内 の 湿 潤 ろ 紙 上 に 種 子 を 100粒 置 き，30℃ ， 2，0001ux

（白色螢 光灯 20W × 4 本 ） の 定 温 器 内 で 発 芽 率 を 諷 査 し

ま した ．そ の 結果 ，
ホ タ ル イ と タ イ ワ ン ヤ マ イ は 置 床 14

日 後 に は 70％ 以 上 が 発 芽 し ま し た が ，イ ヌ ホ タ ル イ で は

供試 した 3 系統 の うち， 1系統 は 43％ 発 芽 しま した が ，

他 の 系統 は 発芽 しな い か ，発 芽 して も極 め て わ ず か で し

た （図 1）． 他 方，種子 を 温室 内 の ポ ッ トに ま き，約0．5

an の 厚 さ に覆土 し ， 水深 3 侃 の 状 態 で 出芽率 を調査 した

と こ ろ， タ イ ワ ン ヤ マ イ の 1系統 を 除き い ずれ も極 め て

高 い 出芽率 を示 し ま し た ．発芽性 と 出 芽 性 の 実 験 に 供 試

し た 種 子 の 前歴 は 全 く同 じで あ ります．

　 従 い ま して ， イ ヌ ホ タ ル イ の 種 子 の 発 芽 性 と 出 芽 性 の

著 しい 相違 は 種 子 の 休眠覚 醒状態 に よ る もの で は な く，

発芽時 に お ける 酸素要求度 に よ る もの と考え られ ます．

す な わ ち，イ ヌ ホ タ ル イが 高 い 出芽 率を 示 した ポ ッ ト実

験 で の 条件は，シ ャ
ー

レ 実験 と比 較 して 酸素分圧 が 低 い 状

態 に あ っ た こ とか ら，イ ヌ ホ タ ル イ の 種子 の 発芽は ，低
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表 4　水 田 土 壤 中 か ら の ホ タ ル イ ， イ ヌ ホ タ ル イ お よ び

　　　 タ イ ワ ン ヤ マ イ の 出現率

Species ％ of　siCitPzas　piants

s．ノuncoides
　 var ．　holarai 3．3

0
　
　
　
　
　
　
0

8
　
　
　
　
　
　
4

 

O
唱

 

じ
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図 2 　ホ タ ル イ （○ ）， イ ヌ ホ タ ル イ （● ）， お よ び タ・イ ワ

　　　 ン ヤ マ イ （△ ）の 出芽 に 及 ぼ す 覆 土 深 の 影響

1，501plants 　appeared 　from 　the　paddy ．　fie．rd　eoi］　 i．n　 Fukuchiya −
ma 　Experiment　Fam ，　Takeda 　ChemlcaI　Industries　Ltd．　 were
investigated，

表 5　 分譲 さ れ た 種 子 か らの ホ タ ル イ 属植物 の 出現 率

酸 素 分 圧 下 で 促 進 され る と考 え られ ま す 事実 ， 片岡 ・

金 （1978） は ，こ の 推 察 を証明す る 報告 を して い ます．

　 次 に ホ タ ル イ，イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の 出

芽深度 に つ い て 検討 し ま し た （岩崎 ・萩本　 1980）． こ

の 実験 に 用 い ま した イ ヌ ホ タル イの 種 子 は，前 述 の 実験 で

系統 Na　2 と しま した もの で あ り，ま た タ イ ワ ン ヤ マ イ の 種

子 は Na　1 と した 系統 の もの を供試 しま した．な お 以 後 の

実験 で 単 に イ ヌ ホ タル イ，タイ ワ ン ヤ マ イ と して 示 しま し

；系統 も本 実験 と 同様 で あ ります ．図 2に 示 しま した よ う

に，イ ヌ ホ タ ル イの 出芽 深度 は ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ

マ イ よ りも深 く， 覆 土 ge　3　cm で も95％ 以 上 が 出 芽 し ま した ．

ホ タ ル イ は覆土 深 が 深 くな る に 徒 っ て 出 芽率 が 低下 し ま

した が ，覆 土 ee　3　cm ま で は 50％ 以 上 出 芽 した の に 対 して，

タ イ ワ ン ヤ マ イ は 1．5α π 以 上 の 厚 さ に 覆土 す る と 出 芽率

は 約 40％ 以 ドに 低 下 し ま し た．こ の 実験 は覆 土 した 条件

で あ り，代 か き され る 実際 の 水 田 の 状 態 と は 種 子 の 周 囲

の 条件 が 物 理 的 ， 化 学 的 に 異 な りま す が，n ヌ ホ タ ル イ

の 出芽深度 が ホ タ ル イ や タ イ ワ ン ヤ マ イ よ りも深 か っ た

こ と は，水 田 に お い て も出芽深度 が 深 い 可能性 を示唆 し

て い ます．

水 田雑草 と して の ホ タ ル イ属 植物 の 出現率

　表 4 は ， 3草 種 6 系 統 の ホ タ ル イ属 植 物 を 採 取 しま し

た 水 田 の 土 壌中か らの 出 現率を示 した もの で す （岩崎 ・

綿 島　 1977）．水 田 の 表 土 を採取 して き ま して ，そ こ か

ら 出芽 ， 生育 しま した 1．501個体 が 出穂 ， 開花 した 後 に 草

種 を 同 定 しま した と こ ろ ， イ ヌ ホ タ ル イ の 出現率 が 極 め

て 高 く，約90％ で した ．こ の 水 田 で は イ ヌ ホ タ ル イ が 優

No．　of 　stations ％ of

Species where 　each ＆ ゴゆ 繝
1

species 　apPeared
＊

Plants

S．ゴ観 ω ‘4θs 0 0
var ．乃o 如 剛 渉

∫．ノ微 ‘o 漉 ∫

　 var ．　 oh ω 彪 η 峪
15 91− 100

∫．  ♂1宛雇 ゴ 3 軸 1 − 3

ε，乃o η doθη εお

　　var ．観 06 α ゆ 認
1鱒 寧 9

ホExclusion 　of 　the 　seed 　 samples 　 from　 Shikoku　Agricultural
　 Expehment 　Station　and 　Akita　Pref  tural 　Agricultural　 Ex ・
　 periment 　Station　where 　the 　species 　had　b   n 　identi丘ed ．　 The

　 seed 　sample 　from　Shikoku　Agr．　Exp．　St．　was 　 S．1
’
uncoides

　 vaL 　oん抑 融 観 s　and 　those 　from 　Akita 　Pref．　Agr．　Exo，　St．　were
　 SLゴuncoides 　var ．　ohttdanas 　and 　S．　ualtichii 　respectively ．
鱒
　S．tuatlichii　appeared 　in　the　seed 　samples 　 from　Hokkaido 　Pre−

　 fectural　Donan　Agricultural　Experiment　 Station，　 Kennan

　 Branch　of　Iwate　Pref  tural　Agricultural　 Experiment 　Sta・
　 tion　and 　Shiga 　Prefectural　Agricultural　Experiment 　Station．
鱒臨S．海砌 doensiS　var ．　leioca吻 s　appeared 　 in　the 　 seed 　 sample

　 from 　HokkaidQ 　Agricultural　Experim 巳nt 　Station．

占化 して い る こ とは ， そ の 後 の 観察 で も明 らか で した ，

　次 に 15道県 17個所 の 試験 研究機関 か ら ， 水 田 に あ る ホ

タ ル イ 属 植物 の 種 子 を 送 っ て い た だ き，そ の 草 種 を 同 定

し ま し た （岩崎 ら　 1980）．そ の 結 果 表 5 に 示 し ま し た

よ うに ，
CI

ホ タ ル イ
”

と して 送付さ れ た種 子 は，そ の ほ

とん ど が イ ヌ ホ タ ル イ で し た．タ イ ワ ン ヤ マ イ は，草 種

を明 らか に して 送付 さ れ た 秋 田 県農 業試験場 以外 に は，

北 海 道 立 道 南 農 業 試 験 場 ，岩 手 県 農 業 試 験場 県 南 分 場 お

よ び 滋賀県農業試験 場 か ら送付 さ れ た 種子中か ら 1 〜 3

％が 出現 し， コ ホ タ ル イ モ 北海道農 業試験場 の 種 子中 に

約 9 ％ 混 在 し ま し た が ，ホ タ ル イ は ま っ た く出現 しま せ

ん で し た ．こ の よ うな 結 果 か ら，ホ タ ル イ と タ イ ワ ン ヤ

マ イ が 採 取 時 に 意 識 的 に 排 除 され た の で な く，ま た，出
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図 3　 ホ タ ル イ （2．7葉期 ， ○ ）， イ ヌ ホ タ ル イ

　　 　に 対 す る CG102 お よ び TH63 の 効 果

30

1 　

granules10

15 20

〔 kg ／ha 　 l

25

（2．9葉 期 ，● ） お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ　（2．6葉期，△ ）

30

芽率 が 著 しく低 か っ た の で な け れ ば ， 雑草 防除上 言 わ れ
　　　　　 tt　　　　　　　　　　　　　）：
る と こ ろ の 　 ホ タ ル イ　 の 多 くは イ ヌ ホ タ ル イ で あ る こ

とが 推察 され ま す．分譲 さ れ た 種 子 を そ の 形態 で 同定 し

た と こ ろ，ホ タ ル イ は含まれ て お らず ， また ，同
一

期間

10℃ の 水 中 に 貯 蔵 して 休眠 を 覚醒 し，同 時 期 に ま い た 福

知山 産 の ホ タ ル イ と タ イ ワ ン ヤ マ イ お よ び 秋 田 農試産 の

タ イ ワ ン ヤ マ イ は 正 常 に 出芽 ，生育 した こ と か ら，両草

種 の 発芽 あ る い は 出芽 に 特別 な 問題 は な か った と 考 え ら

れ ます ．従 い ま して ， 分 譲 さ れ た 種 子 か ら ホ タ ル イ が 全

く 出 現 し な か っ た こ と は，水 田 で は ホ タ ル イ は ほ と ん ど

発生 しな い か ，発生 して も種 子を つ くる に 到 ら な い と考

え られ ます ．私 ど もが 島根県松 江市 内 の 水 毋 お よ び休耕

田 ， 鳥 取 県 農 業 試 験 場 内 の 水 田，兵庫 県 美方 郡 村 岡町 の

水 田 や 水路，福井県小浜市，敦賀市，福井市 の 水 田 を探

索 した と き も，イ ヌ ホ タ ル イ の 発 生が 最 も多 く， タ イ ワ

ン ヤ マ イ が ご くわず か に 認 め ら れ ま した が，ホ タ ル イ は

発見 で きませ ん で した ．

ホ タ ル イ ， イ ヌ ホ タ ル イ お よび タ イ ワ ン ヤ マ イ

の 除草 剤反 応 性

　わ が 国 の 水稲栽培方 法 は，戦後 の 農 業 の 近代化 に 伴 っ

て 大 き く変化 し て きて い ま す．耕耘，整 地 作業 や 水稲苗

移植 の 機械 化 ，労働力不 足 に よ る 水 田 裏作 の 減 少 ，除草

剤 の 普 及 ，育 苗 技術 の 発達 に 伴 う移植時期の 早期化 な ど

が そ の 例 で す が ，
こ れ らの 変化 が 水 田 に お け る雑草 の 草

種 や 発 生量 を 変 化 さ せ ，特 に 各 種 の 多 年 生 雑草 を 増加 さ

せ て きた こ と が考え られ ま す （山岸 1975）．水稲栽培 に

お い て ，除 草作業 は 移 植 や 収穫 作業 と共 に 多 くの 労 力 を

必 要 と して い た もの で
， 除草剤 の 普及 は水稲栽培 の 省力

化 に 大 き く貢 献 してい ま す ．従来，水 田 の 雑草 は タイ ヌ ビ

エ Echinochloa 　 or ンzicola 　VAslNG ．を は じめ と す る

各種
一
年 生雑草 と多年生雑 草の マ ツ バ イ　Eleoch α ris αc 、

iculα riS 　R δMER 　et　 ScHuLTEs が 主 な も の と され て い

ま し た が （宮 原 　 1972），そ れ らの 雑 草 は 除 草 剤 に よ っ

て 容 易 に 防 除 さ れ る よ うに な りま した ．しか し，優占化

して い た 雑草 を除草剤 に よ っ て 除去 した た め に
， 従来 は

余 り問題 で な か っ た 雑草 で ．除草 剤 に 低 抗 性 の あ る もの

が優 占化 し て きた こ と が 考 え られ ま す ．そ こ で ホ タ ル イ ，

イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ に 対 す る 除草 剤 の 影

響 を検討 しま した ．

　図 3は CG 　102お よ び TH63 の 効果 に つ い て 示 し ま し

た （岩崎 ら　 1979a）．　 CG 　IO2は 生 長 阻 害 型 の 除 草 剤

piperophos を 4．4％ （W ／W ）と光合成阻害型 の 除草剤

で あ る dimethametryn を 1．1％ （W／W ）含 有 す る 粒
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剤で あり．TH63 は CG102 に 光合成阻害型の 除草 剤 で
， 各

種 の 多年生雑草 に 高 い 効果 を 示 す bentazon を 10．O％

（W ／ W ）混 合 した 粒剤 で す．こ の CG 　102 とTH 　63を 水 田

で 使用す る ときは，他 の 多 くの 除草剤 （粒剤） と同様 に ，

1　haあ た り30〜40  を全 面 に 散布 します ．除草 剤 は，直

接雑草 の 茎葉 に 附着 す る の で は な く，い っ た ん 水 に 溶解

し，茎葉 や 根 か ら吸 収 さ れ ます．

　 まず， 2．7 葉期 の ホ タ ル イ に対 す る効 果 に つ い て み ま す

と ， 両 薬 剤 と も 10  ／ haの 処 理 で も 100 ％ の 抑制率を示

し ま し た．しか し． 2．9葉 期 の イ ヌ ホ タ ル イ と 2．6 葉 期

の タ イ ワ ン ヤ マ イ に 対す る効果 は ホ タ ル イ に 対す る よ り

も明 らか に 低 く ， CG102 の 10  ／ha処 理 の 抑制率 は 50％

以 下 ，薬量 を 30  ／ ha まで 増 加 して も抑制率 は イ ヌ ホ タ

ル イ で 87％ ，タ イ ワ ン ヤ マ イ で 74％ で した ．ま た ， TH

63は 10  ／ ha処 理 で は イ ヌ ホ タ ル イ と タ イ ワ ン ヤ マ イ の

両草種 に 70％ の 抑制率 を示 し．30  ／ ha処理 す る と イ ヌ

ホ タ ル イ で 96％ ，タ イ ワ ン ヤ マ イ で 87％ の 高 い 抑制率 を

示 しま した が ，ホ タ ル イ に対す る よ りは 低 い 値 で し た ．

こ の こ と は ，処 理 時 の 生育 ス テ
ージ に わ ず か な 相違が み

られ た もの の
， CG102 とTH63 に 対 す る 感 受 性 は ホ タ

ル イが 他 の 2草種 よ りも極 め て 高 い こ とを意味 して い ま

す．な お 私 ど も（岩崎 ら ユ979a）は ，　 CG102 お よ び TH63

は ホ タ ル イ に 対 して 処 理 時 の 生育 ス テ ージ，湛水深 ， 漏

水 の 有無 に 関係 な く高 い 効果を示 す こ と を 認 め て い ま す ，

　 つ ぎ に ，CG102 お よ び TH63 の 有効成 分 で あ る pipe．

rophos ，　dimethametryn お よ び bentazon を そ れ ぞ

れ 単 独 で ，あ る い は 組合 せ て 処 理 し た 場 合 の 3 草種 の 反

応 を 検討 し ま し た．こ の 実験 に 供試 しま した 薬剤 は， 3

有効成分 を そ れ ぞれ単独 で 含有 す る粒剤 と し， 成 分 含有

率 は CG102 お よ び TH63 に お け る 含 有 率 と同様 で す ．

そ の 結果表 6 に 示 し ま し た よ う に
，

ホ タ ル イ，イ ヌ ホ タ

ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の す べ て に 高 い 効 果 を 示 し

た の は piperophos お よ び piperophos と 他 の 有効

成 分 を同時 に 処 理 した 時 で あ り， 特 に piperophos と

dimethametryn を，ま た， 3 有効成 分 を 同 時 に 処 理 し

た 場 合 に は 高 い 抑 制 率 を 示 しま した ．dimethametryn

は ホ タル イ に 対 して piperophos よ りも高 い 効果を示 し，

他 の 有効 成分 と同時 に 処 理 した ときの 抑制率 は ほ ぼ 100

％ で あ り ま した が， イ ヌ ホ タ ル イ と タ イ ワ ン ヤ マ イ に 対

す る 効果 は 低 く，30kg／ ha処 理 で は ほ とん ど 効 果 が 認 め

られ ま せ ん で した 。bentazon もホ タ ル イ に は 他 の 2草

種 に 対す る よ りも高 い 効果 を示 しま した が ，そ の 効果 は

piperophos や dimethametryn よ りも低い もの で した ．

こ の 原 因 は ，こ の 実 験 が 3   ／ 日 の 漏 水条件下 で 行 わ れ

た た め ，水溶解性 が 高 く， か つ
， 土 壌 に ほ と ん ど吸 着

さ れ な い bentazon は 流亡 した もの と考 え られ ます

（ABERNATHY ＆ WAx 　 1973，　 IwAsAKI 　 et α 1．

1976，嶺 ら　 1974 ）．

　 水 田 で は 種 々 の 除 草 剤 が 用 い られ て お り，そ れ らの 作

用性も異 な っ て い ます．そ こ で ，水 田 用除草剤 として 単

独 で ，あ る い は 混合基 剤と して 使 用 さ れ て い る 12種類 の

薬剤 の ホ タ ル イ
，

イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ に

対 す る 効果 を検討 しま した （岩崎 ら　 1980）．そ の 結 果

表 7 に 示 し ま した よ う に ，カ ヤ ッ IJ グ サ 科の 雑草 に 効 果

表 6 ホ タ ル イ，イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ に 対 す る piperophos ，　dimethametryn お よ び bentazon の 効果

％ reduction 　in　dry　shoot 　weights

Herbicides

　Dosage

　　　ofgranules

（kg／ha）

S ル觚 o 漉 ∫

var ．加 たz挧 ∫

1．8± 0．1　 3．3± 0．3
1eaves　　 leaves

　　s．ゴ観 ω 漉 s

　 var ．0 々卿 ぬπ欝

2，〔｝±   ．2　　3．5±   ．3
1eaves　　 leaves

　　　s．躍 α π’‘肋

2，4± 0．2　　3．6± 0膠2
1eaves　　 leaves

Piperophos
　　　（P）

3040 89　　 　　 　 74
96　 　　 　 90

82　 　 　 　 89
99　 　 　 　 　90

82　 　 　　 85
98　 　 　　 93

Dimethametryn
　　　　〔D ）

3040 ≒ 10D　　　　 95
　 100　　　 ≒ 100

4　 　　 　　 14
69　 　　 　　 70

一一36　 　 　 　 26
　 52　 　 　　 54

Bentazon
　　（B）

3040 52　 　　 　 65
87　 　　 　 91

13　 　　 　　 34
50　 　　 　　 44

30　 　　 　 33
61　　　　 40

P 十 D 30 十 3040
十 40

100　 　　 　 100
100　 　　 　 100

　　98　 　 　 　 91
≒ 100　 　 　 　 97

　　98　 　 　　 85
≒ 100　 　　 　 96

P 十 B 30十 3040
十 40

82　　　　 87
92　 　　 　 91

91　 　 　 　 67
94　 　 　　 90

84　 　 　　 80
94　 　 　　 92

D 十 B 30十 3040
十 40

100　　　 ≒ 100
100　 　　 　 100

46　　　　 35
81　　　　 48

31　 　　 　 48
64　　　　 48

P 十 D 十 B 30十 30十 30
40十 40十 40

100　　　　 100
100　　　　 100

98　 　 　 　 88
98　 　 　 　 96

99　　　　 93
95　 　 　　 93

1）Water　was 　leaked　at 　the 　rate 　of 　3　cm ／day 　for　2　days 　after 　applicatien ．
2冫　± S．D ．，　n ＝50．
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が な い と され て い る trifluralin を除 くす べ て の 薬剤 が

ホ タ ル イ に 対 して 高 い 効果を 示 し ま し た ．イ ヌ ホ タ ル イ

お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ に 対 し て も高 い 効果 を 示 し た薬剤

は，出芽前処 理 で は MCPA ，
　 PCP ，　 butachlor，　 ben−

thioearb お よ び piperophos で あり，出芽後処 理 で は

MCPA お よ び bentazon で した ．結局 ホ タ ル イ は tr−

iflurahn 以 外の す べ て の 供試薬剤 で 容易 に 防除 さ れ た

こ と か ら，系統 に よ る 薬剤感受性 の 相 違 に つ い て の 配 慮

が 必要 で すが ， 雑草防除 上 問題 と な っ て い る 草種 で は な

い 可能性 が 高 い と い え ま す ．ホ タ ル イ と イ ヌ ホ タ ル イ は

共 に S ．ル π co 認 θs の 変 種 で あ る に もか か わ ら ず，除草

剤感受性 に 著 しい 相違 が 認め られ た こ と は 興味 あ る こ と

で す．こ の 原因 を 明 らか に す る
一

手 段 と して ， 3草 種 の

花粉 母細胞 の 染色体数 を 調査 し ま した と こ ろ ，
ホ タ ル イ

は n
＝22，イ ヌ ホ タ ル イ は n ＝・37，そ して タ イ ワ ン ヤ マ

イ は 几
＝36と，

ホ タ ル イ の 染色体数 は 他 の 2草 種 と著 し

く異 な っ て い ま した （岩崎 ・植木　 1979）．

　 水田雑草 と して の
It

ホ タ ル イ
”

の 防除が問題 とな っ て

き た の は 比較的最近 の こ と で あ り，日 本植物調 節 剤 研 究

協会 の 水稲作関係除草剤適 用性試験成績 集 に，　
tt

ホ タ ル

　 i）

イ　 が 調 査 対 象 雑 草 と さ れ た の も 1973年度か らで あ りま

す．わ が 国 の 水 田 用 初 期 除 草 剤 と して
一

世 を風 び した

PCP は ，1971年 1月 に 水質汚 濁 性農薬 に 指定 さ れ た こ

と もあり （農 薬 取 締 法 施行令第 3 条 ）． PCP お よ び そ

の 混 合 製 剤 の 生 産 お よ び 出荷 量 は ， 1972農 薬年度 以

降急激 に 減 少 しま し た （日 本植物防 疫 協 会 1976）．既 に

述 べ ま した よ うに ，PCP は ホ タル イ，イ ヌ ホ タ ル イ お よ

び タ イ ワ ン ヤ マ イ の 3 草種 に対 して 出芽前処 理 で 高 い 効

果 を 示 し ， そ の PCP の 生 産 お よ び 出荷量 の 減少 と 共 に

巛　　　　　rl

　 ホ タ ル イ　 の 防除 が 問題 化 して き た こ と は，除草剤 に

よ る weed 　shift が 起 き た 可 能 性 を 示 唆 して い ます ．

ホ タ ル イ の 生育 地

LJ上 述 べ て き ま した よ うに
， 各 地 の 試 験 研 究 機関 か ら

表 7　 ホ タ ル イ ， イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ に 対す る各種除草剤 の 効果

％ reduction 　in　dry　shoot 　weight

Herbicides額

（a ．

Rate

i．kg／ha）

　　　　　S，ノ期 ω ‘伽

　　　　　var ．ん0如耀 ガ

Pre−　　　　　 3．4 ± 0．2
emergenCe 　 leaVeS宰 寧

　−
　　　　∫．ノ朋 oo 漉 5

　　　　var ．0 んω 瓰 η認

Pre−　　　　　 3 ．4± 0．2
emergenCe 　 leaVeS韓

　　　　s．側 α」1配ぬガ

Pre・　　　　　 3．1±   ．3
emergence 　 leaves鱒

M 　P
（ethyl 　ester ）
L20 　 G

0．240
．36

97　　　　 96
99　　 　　 99

　　 98　　 　 　 85
≒ 100　　　　 95

84　 　 　　 94
89　 　 　 　 97

PCP （Na 　salt ）
（86．0％，reagent ）

5．007
．50

86　 　 　 　 85
97　　 　　 96

85　 　 　　 11
98　 　 　　 14

98　 　 　 　 49
100　 　 　 　 35

Chlomitrofen
（9，0％，G ）

2．703
．60

97　　　　 98
99　　 　　 98

70　 　 　 　 27
78　 　 　 　 26

60　 　 　　 39
72　　　

「62

Trifluralin
〔44．5％，EC ）

0．600
．9 

　　 0　 　 　 　 11
− 13　 　 　 　 40

一 6　 　 　
− 35

　32　 　 　　 　 7

一30　　　　　 2
− 32　 　 　 　 21

Butachlor
（5．0％，G ）

1．001
．50

10  　　　　 97
100　 　　 　 94

100　 　 　　 64
100　 　 　　 59

100　 　 　 　 92
10   　　 　 　 95

Benthiocarb
（10．0％，G）

2，003
．00

≒ 100　　　　 96
≒ 100　 　 　 　 98

1  0　 　 　 　 83
1  0　 　 　 　 74

100　 　　 　 56
100　　　　 67

Piperophos
（4，4％，G ）

0、881
．32

97　 　 　 　 66
100　 　　 　 94

　　99　 　　 　 21
≒ 100　　　　 62

98　　 　 　 39
100　 　　 　 30

Diuron
（78．5％，WP ）

0．400
．6 

93　 　 ≒ 100
93　 　 ≒ 100

67　　　　 80
86　　　　 70

43　　　　 75
96　　 　　 88

Swep
（40．0％，WP ｝

4．006
．00

88　 　　 　 95
96　 　　 　 97

76　　　　 67
94　　　　 86

90　　　　 84
96　　 　　 94

Simetryne
（1．5％ ，

G）
0．300
．45

99　　 　 　 99
99　　　　 100

76　　　　 62
99　 　 　 　 88

一
　1　　　

− 67
− 3　　 　

− 27

Dimethametryn
（1．1％，G ）

0．330
．44

95　　　　 95
98　　　　 93

31　　　　　 6
45　　　　　3

一50　　　 − 67
− 55　　　 − 4

Bentazon
（10．0％，G）

2．003
，00

85　 　 　　 98
84　　　　 98

39　　　　 94
61　　　　 96

64　　　　 96
68　　　　 96

゜ G ：granule，　 EC ： emulsifiable 　concentrate ，　 WP ： wettable 　powder ．
°°

±S．D ．，　n ＝30．
　
一

： minUS ．
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表 8　 京都府福知 山市周辺 の ホ タ ル イ生育地 と そ の 状況

Growi   places　of
％ of ＆ 吻 麗s　plants

∫ ゴ芻η ‘o 漉 ∫

var ．加 如 耀 ♂
S ゴ襯 ω ゴ4麗

var ．陀0 如 昭 ’

∫ 勉 η 60 漉 s

var ．0彪ω 彪 π 欝
S 嬲 ”ゴ‘履 s ’磁 η9蜘 鰡

A 21 58 21 0
B 59 0 41 0

C 86 9 0 5

D 63 29 8 0
E 10 80 10 0

F 100 0 0 0

Main　plants 　growing 　with 　S．　iuncoides　var ．　hola，ui （growi   place 　in　parenthesis）

∠4忽 」θ澀 加 醜 々（A ），
Mone ‘加 加 砌 g伽 烈 A ），　Eleocha，is　a‘icula〃 叔A），　E．　congesla （A ），　 Ro如 跏 加4たα

（A ），LimnoPhila 　seSSt
’
lt”ora （A ），　Leersia　supanuha （B ），∫励 加 〃 z　indicum （B ），ノuncus 　fa〃漉 ゴ（C），　Polygonum

thunbergii（C ），　Isachne　globosa（C ，　D ，　E ，　F｝，
　Mo5 如 dinnthera （D ），（卿 觚 haspan （D ，　F），　C 　brevtTelites　var ．

屠 o ’¢ 鉢 （E），Arthraxon　hiSPtdas（E ．　F），　Pas加 lu〃 t　thπ nbergii （E）．

A゚ ；Non −rice 　transplanted　area 　in　paddy 　field（Fukuchiyama 　Experiment 　Farm　of　Takeda　Chemical　Industries　Ltd．）．
　B ：Wet 　balk 　 and 　foQtpath（Oochi　Nakali ，　Fukuchiyama ）．
C ：Heavy 　ill・drained，　non −cropping 　paddy 血eld （Oochi　Nakaji ，　Fukuchiyama ，　but　different　place 　from　place　B）．

　D ：m −drained，　non ・cropping 　paddy 丘eld （Koyadani，　Goshoji，　Fukuchiyama ），
E ：11L・drained，　nQn ・cropping 　paddy 且eld 〔Butshoji，　Oe−cho ，　Kyoto ｝．
F ：Heavy 　i11−drained，　non −cropping 　paddy 　field（H （）soda ，　T 〔〕noichi ，　Fukuchiyama ）．

送 付さ れ た
tt

ホ タ ル イ
”

の 種子 巾 に ホ タ ル イ は 存在 せ ず，

ま た，各 種 の 除 草 剤 に 対 す る抵 抗 性 も ホ タ ル イが 最 も弱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt

か っ た こ と か ら，雑草防除 上 問 題 に さ れ て い る　 ホ タ ル

イ
”

は 、 ホ タ ル イ そ の もの で は な い と考 え られ ま す ．そ

こ で， ホ タ ル イが 生育 して い る 場所を京都府福知山 市周

辺 で 探 索 しま した と こ ろ ， 耕 起 ，湛 7k した が 水稲 を 移 植

しな か っ た 水 田 内 1 カ 所 ，水 田 の 湿 潤 な 畦 畔 1カ 所 お よ

び 休耕 田 4 カ所 で そ の 発 生 が 認 め られ ま した （表 8 ）（岩崎

ら 19踟）． しか し，水 稲 を 栽 培 中 の 水 田 で は ホ タ ル イ は 見

出せ ず ， 水稲 と共存 する ホ タル イ 属 植物は イヌ ホ タ ル イ で

あ り，わず か で は あ り ま す が タ イ ワ ン ヤ マ イが 共 存 す る ご と

が ありま した．ホ タ ル イ が 生 育 して い た 場所 に 共通 して い

る こ とは ，湿潤 で あ り土壌 の 撹乱 や 除草剤 の 施 用がな く，

周囲 に 存在 す る他 植物 は草丈 が 比較 的低 く，ホ タ ル イ に

と っ て 日 当 りの 良 い 場 所 で あ りま し た．従 っ て ，ホ タ ル

イ は 除 草 剤 に 対 す る抵抗性 だ け で な く，他雑草 と の 競争

や 人為 的な 操作 に 対 して も弱 い と推察 され ます．

謝 辞

　本研 究 を 行 う に あ た り種 々 ご 指導 を賜 わ りま した 武 田

薬 品工 業 （株 ）農 業 事 業 部 農 薬 研 究 所 特別研究員，萩本

宏博士 に 感謝 します．

参　考 　文 　献

ABERNATHY ，　J．　 R．＆ L，　 M 。　Wax ．1973　 Bentazon

　　 mobility 　and 　 absofption 　in　twelve 　Illinois　 soiL

　　 Weed　Sci．21 ：224−227

IwASAKI，　K ，　T ．　 WATAJIMA ，＆ H ．　 HAGIMOTO 　 1976

　　 Effect　 of 　 a　 new 　 herbicide　TH 　63　 in　rice．

　　 Proc．5th　 Asian−Pacific　 Weed 　 Sci．　 Soc．　 Conf．

　　（1976）：265−269

岩崎桂三 ・綿 島朝次 　 1977　 ホ タ ル イ
，

イ ヌ ホ タ ル イ お

　　 よ び タ イ ワ ン ヤ r イの 形態的特徴 と TH 　 63粒剤 の

　　効 果 ， 雑 草研究　22：24−29

岩崎桂三 ・綿島朝次 ・萩 本 　宏 　1979a ホ タ ル rf， イ ヌ

　　 ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ
ー
1 イ に 対す る ピ ペ ロ ボ

　　 ス ・ジ メ タ メ ト
1
丿 ン 粒剤 お よ び ピ ペ ロ ホ ス ・ジ メ タ

　　 メ ト リ ン ・ベ ン タ ゾ ン 粒 剤 の 効 果 雑 草研究 24 ：

　 　 254−259

岩崎桂 三
・
綿島朝次 ・萩本　宏 　1979b 　 ホ タ ル イ，イ

　　 ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ァ ヤ マ イ の 越冬性 と越冬株

　　 か ら生育 した 植物 に 対す る CG 　 102お よ び TH63

　　 粒剤 の 効 果　雑草研 究 　24 （別 ） ： 51−52

岩崎桂三 ・綿島朝次 ・萩本　宏 　1980　
“

ホ タ ル イ
n

と

　　総称 され る ホ タ ル イ 属水 田雑草の 草種 に つ い て 　雑

　　 草研 究 　25 ； 110−115

岩崎桂 三 ・ 植木邦和　 1979　 ホ タ ル イ，イ ヌ ホ タ ル イ お

　　 よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の 染 色体数 に つ い て 　 雑 草 研

　　 究 24 ：240−242

岩崎桂 三 。萩本　宏　 1980　 ホ タ ル イ，イ ヌ ホ タ ル イお

　　 よ び タ イ ワ ン ヤ マ イ の 出 芽 性 　 雑 草研 究　25 （別 ） ：

　 　 9−10

笠原安 夫　1972　 日本雑草図説 　養覧堂

片岡 孝義 ・金 　昭年　1978　数 種 雑 草 種 子 の 発 芽 時 の 酸

　　 素 要 求 度 　 雑 草 研 究 　23 ： 9−12

一 82 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for the Study of Species Biology

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　the 　Study 　of 　Speoies 　Biology

北村 四郎 ・
村 田　源 ・小山 鐵夫　1964　原色 日本植物図

　　鑑 （下）保育社

KOYAMA
，
　 T ，1958　 Taxonomic 　 study 　 of 　 the　 genus

　　翫 脚 sL ．　 Jour．　Fac ．　Sci．　Univ ．　Tokyo 　Ill．7 二

　 　 271−366

牧野 富太郎　1972 牧 野新 日本植物図鑑　 北隆 館

宮原益次　1972 水 田 雑草 タ イ ヌ ビ エ 種子 の 休眠覚醒 に

　　関す る 生 理 生 態学 的研 究 　農 事 試 研 報 　16 ： 1−62

嶺　昭彦 ・日野修徳 ・上 田　実　1974　Bentazon の f乍

　　 用 特性 　第 1 報　殺 草効果 に 及 ぼ す諸要因　雑草研

　　究 17 ： 64−70

日本植物調節剤研 究 協 会 （JAPR ） 1975　 Weed 　List　in

　 　 Asian−Pacific　Area．

日本植物調節剤研究協会
・
全国農業改良普及協会　1979

　　農作物 の 除草 に 関す る 実態調 査 報 告 書　 水 稲編

日本植物防疫協会　1976　農薬要覧

須藤孝 久　1975 東北 地 方 の ホ タ ル イ類似水 田雑 草 の 種

　　 類 に つ い て 　雑 草 研 究 　20 ： 87−88

山岸　淳　1975 最近 間 題 に な っ て い る 水 田 多年 生雑草

　　 の 種類 と防除　 1　 農 及 園　50 ： 118−1122

〔討 論〕

　　　　　　　　　　 司会 ：伊　藤 　
一

幸

　　　　　　　　　　　　　 （農林省農事試験場）

伊藤　 ど うもあ りが と う ご ざ い ま し た ．水 田 雑草 の ホ タ

ル イ
，

カ ッ コ 付 き の ホ タ ル イ で す け れ ど も，ホ タ ル イ 節

に つ い て 明 らか に し て い た だ きま した ．さ らに，そ の 除草

剤 に よ っ て
一一

種 の selection が 起 きて い る の で は な い か

との 可能性 に つ い て 非常 に 興 味深 くうか が い ま し た ．あ

ま り時 間 が あ り ま せ ん の で ，二 ，三 の 方 か ら御質 問 ・御

意 見 を うか が い た い と思 い ます．

野 ロ睡） イ ヌ ホ タ ル イ と ホ タ ル イ の 柱 頭 の 分 岐 に つ い て

う か が い ます．私 も，イ ヌ ホ タ ル イ の 柱 頭 が 2 岐 の も の

と 3岐 の も の と両 方 見 て お り ます．ホ タ ル イ の 場合に は 分

岐 の 長 さが す べ て 同 じな の で 明 ら か に 3 岐 と 認 め られま

す。 しか し，イ ヌ ホ タル イ に お い て は 3 岐 して い る 柱 頭

の 真中 の もの は，大き く 2 つ に わ か れ た 柱頭分岐 の ど ち

ら か に 付 属 して い て ，そ の 発 達 段 階 に い ろ い ろ あ り ま す．

ま た， 1 つ の 小穂 の 中で も下 部 の 小 花 は 3 岐 に 近 い 形 態

を示 し，上 部 の 小 花 は 2 岐 の もの だ けが 見 られ ま す．岩

崎 さ ん は 柱頭 の 分 岐 数 を イ ヌ ホ タ ル イ と ホ タ ル イ の 分類

形 質 と して 用 い な くて も よ い と の お 考 え の よ う で す が，

私 は イ ヌ ホ タ ル イ の 分 岐 の 2 岐 と い う形 質 は 使 え る の で

はな い か と思 い ます．た だ，は っ きり 2 岐 ・3 岐 とい っ

て しまうと よ くな い の で ，具体 的 に 図示 して 分類形質 と

した ら よ い と 思 い ま す．

　 つ ぎに，最後の お話 に 強 洞 の 休 耕 田 に ホ タ ル イ が 多い と

い う ttと が 出 て き ま した ．実際に ，荻城県 や 栃 木県 に お

い て そ の 生育地 を 見 ます と ， 山間 地 の 水 田 に ホ タ ル イ が

非 常 に 多 く，イ ヌ ホ タ ル イ が ま っ た く見 られ な い と こ ろ

も あ り ま す． こ れ に 対 して ，平 野 部 の 低 い と こ ろ で は イ

ヌ ホ タ ル イ が 多 く見 られ る よ うで す．こ れ は 水 平 分 布 的

あ る い は 垂 直分布的 に 考 え て み ます と，す み わ けが 見 ら

れ る よ う に 思 う の で す が ，い か が お 考 え で し ょ うか ．

岩崎　まず ， 柱頭 の 分岐数 に つ い て で すが ，私 は 分類 に

詳 し くな い の で 初め に 見た と き，同定 が で き ま せ ん で し た．

確 か に お っ し ゃ る よ う に 分 類 が あ る 程度 わ か っ た 方 で し

た ら，真 中の 分岐 が 短 い と か い う こ と で 識別 す る こ とが

で き る で し ょ う． しか し，実際 に は 3本 の も の が あ りま

す の で ，た だ 長短 や 太 い 細 い とい う感覚的 な形質 で 分類

す る こ と は 混 乱 を ま ね く原因 で は な い か と私 は 思 い ます．

　 つ ぎに
，

ホ タ ル イ の 発 生 に つ い て で す が ，休 耕 して か ら

ま だ 2 年 の 休耕 田 で す とイ ヌ ホ タ ル イ が 80％ で 非 常 に 多 い

の で す が ，ホ タ ル イ も 10％ ば か り出て きて い る 例が あ り

ます．じつ は ，こ の 隣 の 水 田 は 稲 を 栽培 して お ります が ，

こ こ に は ホ タ ル イ は ま っ た くな く，イ ヌ ホ タ ル イ と タ イ

ワ ン ヤ マ イ しか あ り ませ ん で し た ．しか も， こ の 水 田 の

位 置 は 大 江 山 の 山麓 で あ りま して ，高度 的 に は か な り高

い と こ ろで す．ご 意見 の よ うな こ と が 現実 に あ る の か も

し れ ま せ ん が ，
こ の よ うに 同 じ よ うな 位 置 で 実 際 の 水 田

中 に は ホ タ ル イ が な くて ，そ の 隣接す る休耕 田 に は イ ヌ

ホ タ ル イ もあ っ た が ，ホ タ ル イ も あ っ た り と い う例 で お

答 え に さ せ て い た だ き た く思 い ま す．

野 口 睫 ） も う
一

つ う か が い た い の で すが ，覆 土 の 影響 に

つ い て お 話 が あ り ま した ．カ ヤ ツ リ グ サ 科 の 種 子 は
一

般

に 好 光性発芽 の 種 子 が多 く， こ の 点 が 関係 して い る と思

う の で す が ，
い か が お 考 え で し ょ う か ．

岩崎　確か に お っ し ゃ る よ う に
，

ホ タ ル イ 属植物 の 禰 子

も光発芽性 の 種 子 だ と い わ れ て い ます． しか し，私 が 見

て お りますと，嫌気 的 な 条件 下 で す と 光 要求性 が ど うも

な い よ う で す．そ れで ，申 し上 げませ ん で し た が ，発 芽

率 を 調 査 した 時 に は， 2，0001ux の 照 明 を し て い ま す．

照明 を しな い と若干発芽が 悪 くな る と い う こ とは 経験 し

て お り ます．

伊藤　い ま お っ し ゃ っ た よ うに
， 私 た ち も休 眠 覚 醒 す る

場合 に は 酸素分 圧 を 機械 的 に 除去 し，暗黒条件下 で 発芽

さ せ る こ と は よ くや っ て お り ま す．

別府　ご 報告 で は，ホ タ ル イ は 覆 土 の 影 響 で 発 芽率が 悪

く な り，イ ヌ ホ タル イ は あ まり悪 くな っ て い ま せ ん． こ

れは種子 の 大 き さな ど に 差 が あ って 起 る こ とで し ょ うか ．

岩崎　確 か に お っ し ゃ る こ と が あ る か も しれ ませ ん ．し

か し，統計 的 に 有意 で あ る か ど うか は 確 か め て お り ませ

ん が ，種 子 の 人 き さ は ホ タ ル イ ・イ ヌ ホ タ ル イ ・タ イ ワ

ン ヤ マ イ の 順 で す．種 子 重 に お い て も ホ タ ル イ は イ ヌ ホ

タ ル イ よ り重 い の で す．

森 島　初 め に こ れ らの 仲間 は 本質 的に は 多年 生 だ け れ ど
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も．水田雑草 と して は 種 子繁殖が大事 だ とお っ し ゃ い ま

し た ．実際 に ，農家 の 人 た ちが 除草剤 を や っ て ，そ れ で

や られ て い る の は種 子 か ら出 た芽生 えが主 な の か 、 あ る

い は栄養的 に繁殖 した もの もや られ て い る の か に つ い て ，

ま た そ れ らが 3 種 の 問 で 何か 違 い が な い の か ど う か に つ

い て もうか が い た い と 思 い ま す．

岩崎　お っ し ゃ る と お り多年生 な の で ，越 冬 した 株 基 部

か ら 出 る もの が 防除 の 対象 と な っ て い る と い う例 が ま っ

た くな い とは 申 せ ま せ ん ．四 国な ど で は そ の 防除対象 に

な っ て い る 例 も あ りま す．し か しな が ら ，

一
般 的 な 防 除

対象 と して は あ くまで も芽 生 え で す．調 査方法 に も問題

は あ ります が ， 新 潟 の 方 が 調 べ られ た結 果 で は ，水 田 で

発 生す る い わ ゆ る ホ タ ル イ は98彩が 芽生 え で す． した が

っ て ， 防除対象 と して は芽生 え を考え るべ き だ と思 い ま

す ．現 に ，各種除草剤 の こ の ホ タ ル イ を対象 と した 場合

の 使用適期 の 基準 は 芽生 え初期 の 段 階 と規定 され て い ま

す ．2番 目 の ご 質 問 を も う一度お 願 い しま す，

森 島　も し
，

ほ とん ど 100％ 芽 生 えだ っ た ら問題 は な い の

で しょ うけれども，い くぶ ん か は 栄養的な繁殖 も次代 に 貢

献 して い る と したな ら ば ，除 草 剤 施 用 に よ っ て 多年生的 な

性質 を も っ た 型 の もの が 昔 よ り増加 して い る と い う こ と

は な い の で しょ うか ． こ の 点 に つ い て 3 種間 で 何 か 違 い

は あ りま せ ん で しょ うか ．

岩崎　確か に お っ し ゃ る よ うに ，栄養繁殖 で 生育 し，水

田 に 残 り，種 子 を た く さ ん 落 して 次年度 の 発 生 を 促 進 し

て い る と い う可能性 が ま っ た くな い とは い え ま せ ん し，可

能性 は あ る と思 い ます．除草剤 が ど の よ うに 作 用す る か，

あ る い は 除 草 剤 へ の 抵 抗 性 は
， 水 田 に 水 を 入 れ て ，そ の

後除草剤 で 処 理 す る まで の 期間 が 同 じ で あ っ た 場合 に は，

芽生 え よ り も栄養 繁 殖 体 か ら 出 て き た 越 冬 した 植物 の 方

が 抵抗悒が 非常に 高 い の で す．栄養繁 殖体 の 3草 種 の 除

草 剤抵抗性 をみ ます と， ホ タ ル イ は イ ヌ ホ タ ル イ ・タ イ

ワ ン ヤ マ イ と較 べ ま す と ， 抵抗 性が や や 低 い ，感 受懽が

咼 い と い う こ と を 経 験 して い ま す．

伊藤　 い ま の 点で すが ，そ の 違 い が 何 か 形 態的 な もの で し

た ら，つ け加 えて ご説明 くだ さい ．

岩 崎　種 子 か ら出た 場合 に は 線形 葉 と い っ て い ま す が，

細 長 い 葉 が 5 枚 く らい 出 て ， こ こ か ら花 茎 が 出，種 子 を

つ け ま す ．栄 養繁殖 体 か ら出 た 場合 は 葉 が 出ず ，花茎 が

す ぐ に 出 ます． こ の こ とは 3種 と も同 じで す．

広木　種子 発 芽 の 時期 に
， 水 田 は 湛 水 して い るか ，乾 い て

い る か お 教 え くだ さい ．ま た ， 3， 4 葉 期と い うの は シ

ュ
ー

トが
…

定 程 度 の び て そ こ か ら葉 が 分 か れ て く る の だ

と思 うの で すが， こ の 過 程 に つ い て ご 説 明 くだ さ い ．

岩崎　 こ れ らの 植物 は い ず れ も水 田 に 水 が 入 り，水 の あ

る 状 態 で 発 芽 し て き ま す．た だ ，土壌 水分 の 違 い に よ っ

て 発芽す る か し な い か と の 問 題 は あ り ま す．私 が 見 て い

る と こ ろ で は ， イ ヌ ホ タ ル イ は 非常 に 土 壌水 分 が 高 い 状

態 で な い と 出芽 して き ま せ ん ．他方，タ イ ワ ン ヤ マ イ の

場合は イ ヌ ホ タ ル イ よ りも低 い 土壌水分 の と こ ろ で も容

易 に 出芽 し ます．

　 っ ぎ嶋 お っ しゃ るよ うに
一

度 に 5 枚 の 葉 が 出 る の で は

な くて ，最 初 に 子 葉が 出 て き ま ず．子葉 は す ぐ に 枯 れ て

し まい ，そ の 後線形葉 が 出 て き ます．お っ し ゃ っ て い る

shoot と い う意 味が よ くわ か らな い の で す が ， 1 つ の 線

形葉 が 完 全 に 展開 す る 以前 に つ ぎのが 出て きて お りま す．

そ れ が お お よ そ 4 〜 5 枚で ，な ぜ 4枚 に な っ た り 5 枚 に

な っ た りす る か に つ い て は わ か りま せ ん ．

広木　土 の 中， 5   く らい で 発芽 す る と 葉 が 埋 ま っ て し

ま う こ と に は な らな い の で す か ．

岩崎　 そ う した 意 味 で した ら，深 か っ た場合に は 中胚 軸

が の び て きて ，葉 が 出 ます．

広木　そ う し ま す と，タ イ ワ ン ヤ マ イ は 種 子 が 小 さ い の

で ．貯 蔵養分 を使 っ て しま うと思 い ます．煙子 の 大 き さ

で 他 の 2 種 と差 が あ る の で は な い か と い う気 が し ま す．

さ らに
，

ホ タル イ と イ ヌ ホ タル イ で は ま た 別 の 要因 で 何 か

差違 が あ る よ う な 気 が し ま す．

　 も う 1 つ うか が い た い と 思 い ま す．ご 報 告 で は イ ヌ ホ

タ ル イ の 2 つ の タ イ プが ろ 紙 ヒで 発 芽率が 低 い よ う で す．

実際 に は 湛 水 下 の 深 い と こ ろ で 発 芽 して くる わ け で す が ，

こ の へ ん の 関係 はどの よ うに 考 え た らよ い の で しょ うか ．

岩崎 　発 芽実験 とい うの は シ ャ
ー

レ に ろ 紙 を し き，こ の

上 に 種子 を 置 い て い る だ け な の で す． し たが っ て ，ろ 紙

は 水 を 含 ん で い て も種 子 は 水 に つ か っ て い る わ けで は な

い の で す．実 験 中 は
一

応 水 が とば な い よ うに ブ タ を して

あ り ま す が
， 非常 に 好気的 な 条件と 考え て よい と思 い ま す．

一
方，出芽率 を 調査 した 方法は ポ ッ トに 土 を つ め ま して ，

種 子 を ま き ま す．覆 土 し
，

さらに 3   の 深 さ まで 水 を は っ

て あ ります． で す か ら，非常 に 嫌気的な条件 で あ る と考

え られ ます．

梶浦　 さ き ほ ど森島さ ん が お 聞 き に な っ た こ とと多少 関

連 し ま す が ，表 7 の 薬剤 を ず ら っ と見 ます と，ホ タ ル イ

と イ ヌ ホ タ ル イ の 両方 に き く薬剤 お よ び ホ タ ル イ だ け に

き く薬剤 とが あ る わけ で す が ，
こ れ ら 2 グ ル ープ の 薬剤

を比較 して ，共 通 した 特性 と か 構造 とか が あ る の で し ょ

う か ．

　 また，表 7 の 下か ら 2番 目の dimetharnetryn を 施 した

場 合， 3 種 の 感受性 が 顕著 に 違 い ます し，生 育段階 に よ

る 差 もあ りま す ．こ う し た 場合 を 解釈 す る に ，こ の 感 受

性 の 種間差 と い う もの が ，た と え ば 出 芽期が 違 っ て 感受

性 の 高 い 時期 が 違 っ て い る と い うよ うな 作 用 機構が あ る

の か ど うか ，以上 の 2点 に つ い て うか が い た く思 い ま す ．

岩崎　非常 に むず か し い ご 質問 で す ．ま ず，ホ タ ル イ に

い ず れ の 薬剤 もよ くき い て い る こ と は ご異存 な い と思 い ま

す．そ の 中 で イ ヌ ホ タ ル イや タ イ ワ ン ヤ マ イ に 非常 に きい

て い る 薬剤 もあ る の で は な い か ．た とえば，表 7 の 上 か ら
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5 番 目の butachlor は さ きに 申 しま した よ う に ，雑草 が

芽 を 出 して ま も な い 時期 に 非常 に 効果 が あ りま す．お っ

し ゃ る よ うに 雑草 の 生 育 段階 に よ っ て そ の 感受性 と い う

もの は 非常 に か わ る 薬 剤 で す． し た が っ て ， こ の 薬 剤 で

雑草 の イ ヌ ホ タル イ が芽 を 出す前 に 処 理 して お け ば，発芽

した もの が すぐに こ の 薬 剤を吸収 して よ く枯 れ ます． こ の

意味 か ら出 芽 前処 理 で も っ て イ ヌ ホ タ ル イ もタ イ ワ ン ヤ

マ イ も完全 に 殺 して い る わ け で す．し か しな が ら，あ る

程度 生育 し て し ま っ た イ ヌ ホ タ ル イ お よ び タ イ ワ ン ヤ マ

イで は 感 受性 が 低 くな り butachlor の 効 果 は 低 下 しま

す ．他 方，ホ タ ル イ は 生育 が 進 ん で も こ の butachlor

に 対 す る 感 受 性 は 高 い の で す．そ れ で は，水 田 に お い て

発芽 前 に 薬剤処 理 すれ ば 全部枯 れ る の で は な い か とい う

こ と に な り ま す が ，こ の 問 題 に つ い て は 除 薬 剤 施 用 法 に

つ い て 考 え て み な け れ ば な りま せ ん ．今 日 使 用 さ れ て い

る 水 田 用除草剤 の ほ とん ど全 部が 粒剤 と い う形 で 処 理 さ

れ て い ます．水和 剤 や 液剤 は ご くま れ で す ．粒 剤 が 水 田

に 施 用 さ れ ま す と， 崩壊 し， 水中 に 有効成 分 が 溶 出 し ま

す． こ の 成 分 が 植物 に 吸収 され て き くとい うこ とに な り ま

す． した が っ て，水 と く に そ の 動 き が 薬 剤 の 効 果 に 大 き

く響影 して くるわ けで す． つ ぎ に ，雑草 の 発生 とい う もの

は ， か な らず し も斉
一

で は ありませ ん ．さ き ほ ど の 伊 藤 さ

ん の お 話 に もあ りま し た よ うに ，非常 に ば らば らと出て

き ま す．こ れ は雑草 の 特 性 で す の で ，有効成 分 が きれ た

状 態 で 出 て くる 雑 草 は た と え 感 受 性 が 高 い よ う な 状 態 で

あ っ て も，薬 剤が な けれ ば 枯 れ る こ と な く生 き残 っ て く

るわ けで す す な わ ち こ の わ ずか の 違 い が 問題 に な っ て く

る わ けで す．表 7 の 下 か ら 2
，
3 番 目の dimethametryn

お よ び simetryne は 光 合 成 を 阻 害 す る 作用 を もつ も

の で す ．dimethametryn に つ い て 申 しま す と，ホ タ ル

イ と イ ヌ ホ タ ル イ で は 非 常 に 除草 効果 が 違 い ま すが ， こ

の 理 由 は よ くわ か りま せ ん ．また ，simetryne と di−

Inethametryn が タ イ ワ ン ヤ マ イ に 対 し て ま っ た く効果

を示 さな か っ た原因 に つ い て もわ か りま せ ん ．た だ ， 両除

草 剤 を 比較 しま す と，植物 に 対す る 活性 は simetryne

の ほ う が 非常 に 高 い とい う こ とだ けは わ か っ て い ます ．

伊藤　な お ご質問もあ る と思 い ます が，午 後 の 総合討論

に ま わ して い た だ き た い と思 い ま す．ど う もあ りが と う

ご ざい ま し た．
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